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清
文
老
槽
重
鈴
年
次
に
闘
す
る
補
説

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

満
文
老
櫨
の
重
紗
年
次
に
開
し
、
さ
き
に
私
は
「
内
閣
奮
槍

輯
刊
」
叙
録
に
述
べ
ら
れ
た
方
甦
生
の
況
を
史
林
誌
上
に
紹
介

し
て
、
北
京
故
宮
存
置
の
分
は
乾
降
四
十
年
に
、
奉
天
故
宮
存

置
の
分
は
同
四
十
三
年
に
成
っ
た
の
だ
と
書
い
て
お
い
た
如

後
の
年
次
に
就
い
て
は
兎
も
角
、
前
の
年
次
に
就
い
て
、
か
う

明
確
に
成
っ
た
と
言
０
　
切
っ
て
し
ま
っ
て
は
稔
か
で
な
い
か
ら

こ
れ
を
「
北
京
故
宮
存
置
の
分
は
四
十
年
二
月
に
重
妙
が
開
始

せ
ら
れ
た
。
吉
成
年
月
は
分
明
で
な
い
、
。
本
天
存
置
の
分
は
四

十
三
年
に
成
っ
た
と
思
は
れ
る
が
、
悔
暫
く
断
定
を
避
け
度
い
」

と
訂
正
し
、
そ
れ
か
ら
方
甦
生
の
呈
出
し
た
二
資
料
の
他
に
、

乾
隆
資
録
中
に
も
見
え
て
ゐ
る
老
槍
重
妙
に
開
す
る
記
事
を
併

せ
て
紹
介
し
て
お
か
う
と
思
ふ
。

今

　
　

酉

　
　

春

　
　

秋

　
　
　
　
　
　
　
　

二

　

方
甦
生
の
記
述
に
よ
る
と
、
歴
史
語
言
研
究
所
蔵
乾
隆
四
十

年
三
月
二
十
日
付
け
大
學
士
舒
赫
徳
等
趙
辨
老
槽
奏
本
な
る
も

の
に
、

　
　

木
年
二
月
十
二
日
。
奏
明
将
内
閣
大
庫
恭
職
無
圏
鮎
老
植

　
　

三
十
七
本
。
交
國
史
館
纂
修
等
官
加
檜
問
鮎
。
照
緊
挫
辨
。

　
　

陸
続
進
呈
…
…
査
老
植
原
頁
共
計
三
千
飴
篇
。
今
分
頁
繕

　
　

録
。
並
別
行
晋
出
一
分
。
篇
頁
浩
繁
。
未
免
稽
延
時
日
。

　
　

雖
老
櫨
巷
頁
前
経
被
托
。
究
感
年
久
糟
奮
。
恐
日
久
摸
擦
。

　
　

所
開
甚
鎗
。
必
須
迅
速
瓊
辨
。
敬
謹
球
威
。
以
昭
價
重
。

と
見
え
て
ゐ
る
の
が
、
現
北
京
故
官
文
献
館
所
蔵
の
海
文
老
植

重
妙
に
就
い
て
い
ふ
も
の
で
あ
り
、
盛
京
崇
謨
同
所
蔵
分
の
重

紗
年
次
は
こ
れ
よ
り
較
々
遅
れ
て
、
文
献
館
所
蔵
乾
隆
四
十
三

年
十
月
十
五
日
付
け
と
推
考
さ
れ
る
満
文
堂
堂
諭
槽
な
る
も
の
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に
、

　
　

奉
阿
于
中
堂
論
。
現
在
尨
旨
再
辨
老
槽
一
分
。
恭
逍
盛
京
。

　
　

働
派
前
次
辨
理
之
内
閣
中
書
興
寧
・
徨
善
こ
二
官
保
・
建
敏
・

　
　

貴
保
・
湖
里
布
・
官
亮
４

と
見
え
を
も
の
が
常
る
と
い
ふ
の
で
あ
祐
に

　

そ
こ
で
こ
の
方
甦
生
の
示
す
大
學
士
舒
赫
徳
等
の
瓊
辨
老
桧

奏
本
た
る
も
の
Ｘ
意
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
老
桧
は
目
下
着
々

重
妙
し
っ
χ
は
あ
る
が
、
何
分
篇
頁
浩
大
な
る
も
の
Ｘ
こ
と
Ｘ

て
時
日
の
稽
延
す
る
を
菟
が
れ
た
い
。
荷
老
桧
は
さ
き
に
一
度

表
装
は
し
た
が
、
時
日
稽
延
す
る
時
は
擦
り
切
れ
も
出
来
る
こ

と
だ
か
ら
、
必
挙
迅
速
に
重
紗
し
て
し
ま
は
た
け
れ
ば
た
ら
な

い
。
」
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
こ
れ
だ
け
の
資
料
を
以
て

し
て
は
、
此
の
頃
老
槽
の
重
妙
に
着
手
さ
れ
た
と
は
明
言
出
来

て
も
、
こ
の
年
印
ち
四
十
年
に
成
を
告
げ
た
と
は
言
ひ
得
た
い

わ
け
で
、
重
妙
事
業
は
翌
年
或
は
翌
々
年
と
亘
っ
て
ゐ
た
か
も

は
か
ら
れ
た
い
。
本
上
奏
は
三
月
付
け
だ
か
ら
資
際
に
は
四
十

年
中
に
重
紗
を
終
っ
て
ゐ
た
と
考
へ
て
い
χ
か
も
知
れ
な
い
が

資
料
に
立
っ
て
も
の
い
ふ
限
り
、
成
っ
た
と
い
ふ
わ
け
に
は
ゆ

か
な
い
。

　

こ
の
舒
赫
徳
の
奏
文
は
資
録
に
収
鐘
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
賓

鋒
肥
は
、
こ
の
奏
文
。
に
庶
挙
る
奏
文
、
「
無
間
鮎
老
槽
の
重
紗
を

し
て
４
ｉ
か
■
≪
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
ふ
意
味
の
も
の
が
、
四
十

年
二
月
庚
寅
の
條
に
見
え
て
ゐ
る
。
’

　
　

軍
機
大
臣
等
奏
。
内
閣
大
庫
。
恭
蔵
無
圏
槽
老
槽
。
年
久

　
　

彭
奮
。
所
載
字
書
。
輿
現
行
清
字
不
同
。
乾
隆
六
年
。
奉

　
　

旨
照
現
行
清
字
。
繋
成
無
圈
勁
十
二
字
頭
。
以
備
稽
考
。

　
　

但
以
字
頭
麓
正
字
蹟
。
未
見
逐
宿
翻
閔
。
且
老
桧
止
此
一

　
　

分
。
日
久
或
致
擦
損
。
庶
請
照
現
在
清
字
。
別
行
晋
出
一

　
　

分
。
同
原
本
恭
蔵
。
得
旨
是
。
施
如
此
辨
理
。

　

右
仝
支
だ
が
、
庚
寅
は
十
二
日
、
舒
赫
徳
奏
文
胃
頭
記
る
す

と
こ
ろ
の
日
に
一
致
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
國
史
館
の
重
妙
事

業
が
開
始
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
。

本
奏
文
中
に
「
乾
隆
六
年
旨
を
奉
じ
、
無
圏
鮎
十
二
字
頭
を
纂

成
し
た
」
と
い
っ
て
ゐ
る
の
は
、
先
年
来
や
か
ま
し
い
無
間
鮎

満
文
字
書
の
編
纂
を
指
す
も
の
で
、
同
字
書
巻
首
付
載
の
奏
如

中
に
も
、
同
字
書
は
無
閤
胞
老
桧
中
か
ら
検
出
編
纂
し
た
も
の

で
あ
る
と
の
趣
を
述
べ
て
後
、
「
叉
査
ぶ
る
に
こ
の
槽
子
年
久
し

き
に
よ
っ
て
大
い
に
朽
ち
た
。
こ
の
槽
子
永
へ
に
牧
貯
す
べ
き

も
の
な
る
に
よ
り
紙
葉
毎
に
紙
を
重
ね
て
裏
打
ち
し
釘
書
し
て

貯
へ
し
め
た
い
と
た
ん
い
ふ
。
」
と
あ
る
は
正
し
く
舒
赫
徳
奏
文
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紹

　
　

中
に
「
雖
老
楠
巷
頁
前
経
核
托
。
究
属
年
久
糟
荷
云
々
」
と
あ

Ｉ

　
　

る
に
照
庶
す
る
も
の
で
あ
る
Ｉ

　
　
　
　

次
に
漏
文
堂
堂
論
槽
の
方
だ
が
、
賓
中
す
と
こ
れ
だ
け
の
引

　
　
　

用
文
で
は
小
々
私
に
は
分
り
難
い
の
で
、
「
現
在
旨
に
巡
っ
て
老

　
　
　

棺
一
部
を
再
辨
し
終
り
、
盛
京
に
恭
送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　

よ
っ
て
前
次
辨
理
の
中
書
こ
れ
ぐ
を
派
し
て
云
々
」
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　
　

風
に
蹟
む
の
は
淳
通
ら
し
い
。
か
く
讃
め
ば
勿
論
四
十
三
年
に

　
　
　

成
っ
た
と
言
ひ
切
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
考
へ
て
見
る
と
、

　
　
　

前
次
辨
理
と
い
ふ
の
は
再
辨
に
對
す
る
も
の
で
、
前
回
の
老
楕

　
　
　

重
妙
事
で
あ
り
、
論
楠
の
意
味
は
「
現
在
旨
に
逍
っ
て
老
楷
一

　
　
　

部
を
再
辨
し
、
盛
京
に
恭
送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
に
就
い
て
は

　
　
　

前
に
重
妙
の
こ
と
に
従
事
し
た
中
書
の
こ
れ
く
等
、
速
か
に

　
　
　

再
辨
の
こ
と
に
従
ひ
云
々
」
と
い
ふ
風
に
も
讃
め
な
く
は
た
い
。

　
　
　

か
う
た
る
と
之
亦
前
と
同
じ
意
味
に
於
い
て
、
必
ず
し
も
四
十

　
　
　

三
年
に
成
っ
た
と
は
言
は
れ
な
い
わ
け
だ
が
、
然
し
こ
の
こ
と

　
　
　

に
就
い
て
は
暫
く
四
十
三
年
告
成
と
い
ふ
こ
と
に
し
て
お
い
て

　
　
　

狗
論
楷
全
文
を
讃
み
得
る
日
を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　

何
れ
に
し
て
も
現
在
北
京
な
り
奉
天
な
り
に
傅
は
る
浦
文
老

　
　

桧
の
重
妙
事
業
が
乾
隆
四
十
年
初
頭
に
開
始
せ
ら
れ
て
四
ト
三

　
　

年
の
頃
倚
幡
椿
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
事
賓
に
違

ひ
な
い
。
私
の
１
　
成
年
次
訂
正
も
別
に
大
し
た
相
違
を
生
じ
て

き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
然
し
理
解
の
不
足
に
よ
る
記
述
の
不

ぶ
確
さ
は
訂
正
し
て
お
か
た
い
と
気
持
が
悪
い
。

　

狗
、
史
林
の
卑
説
登
表
後
、
鴛
淵
・
戸
田
附
氏
は
支
那
の
満

文
老
桧
研
究
家
李
徳
啓
の
意
見
だ
と
し
て
「
浦
文
老
桧
を
改
修

浄
書
し
た
の
は
、
乾
隆
六
年
以
後
同
四
十
七
年
迄
の
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

る
」
と
い
ふ
説
を
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
説
は
細
け
ら
れ

て
よ
か
ら
う
。
舒
赫
徳
の
奏
文
や
無
圏
鮎
浦
文
字
書
の
序
文
で

明
瞭
な
様
に
、
乾
隆
六
年
に
老
桧
の
裏
打
ち
を
し
た
こ
と
は
あ

る
が
、
そ
れ
ま
で
の
こ
と
で
、
改
修
浄
書
を
開
始
し
た
の
は
、

こ
れ
亦
舒
赫
徳
の
奏
文
や
乾
隆
賓
鐘
中
の
記
事
に
明
瞭
な
通
り

乾
隆
四
十
二
年
の
こ
と
に
相
違
な
い
。
六
年
以
後
と
す
る
李
の

意
見
な
る
も
の
は
恐
ら
く
修
繕
と
重
妙
と
を
混
淆
し
た
誤
考
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

或
は
誤
聞
（
失
破
乍
ら
）
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
四

十
七
年
と
い
ふ
年
次
に
就
い
て
も
、
今
の
處
よ
り
得
べ
き
資
料

は
何
１
　
に
も
示
さ
れ
て
を
い
い
。

　
　
　
　
　
　

ミ

　

序
で
だ
か
ら
こ
ｉ
に
記
る
し
て
お
か
う
と
思
ふ
の
は
、
フ
ッ

ク
ス
氏
が
共
の
著
『
浦
文
書
目
志
』
に
「
奉
天
崇
謨
閣
所
蔵
の

-66-



j印

滞
文
老
楕
が
有
圏
駄
本
、
無
１
　
一
木
０
二
部
あ
る
複
に
傅
へ
ら

れ
て
ゐ
る
０
　
は
、
讃
史
叢
録
に
於
け
る
内
灘
博
士
の
誤
述
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　

⑧

く
も
の
で
賓
は
一
部
だ
」
と
述
べ
て
ゐ
る
の
は
、
却
っ
て
フ
氏

の
誤
り
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
内
藤
先
生
が
崇
謨
閣
本
を
我

見
し
、
績
い
て
解
説
を
も
の
さ
れ
た
時
分
、
北
京
本
の
傅
存
な

ど
、
も
と
よ
り
誰
一
人
知
る
も
の
と
て
な
く
、
従
っ
て
先
生
に

有
圏
鮎
本
、
無
圏
鮎
本
の
猿
備
知
識
な
ど
あ
ら
せ
ら
れ
る
道
理

も
な
く
、
先
入
感
に
よ
る
誤
述
な
ど
い
っ
た
類
ひ
の
も
の
は
、

あ
の
先
生
の
調
査
解
説
記
中
に
絶
對
に
混
入
し
得
る
も
の
で
な

い
。
先
生
の
解
説
を
一
蹟
す
る
も
の
は
、
虚
構
架
空
に
し
て
雨

圏
鮎
本
の
存
在
な
ど
記
る
さ
れ
得
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
容
易

に
知
る
で
あ
ら
う
。
営
時
内
藤
先
生
と
行
を
共
に
し
て
親
し
く

老
植
の
調
査
撮
影
に
従
事
せ
ら
れ
た
刎
田
先
生
も
、
有
無
雨
圏

勁
本
の
存
在
し
た
こ
と
を
確
固
と
し
て
断
言
し
て
ゐ
ら
れ
る
。

金
梁
も
亦
「
満
洲
老
槽
秘
録
」
の
叙
言
中
に
両
部
傅
存
の
旨
を

明
記
し
て
ゐ
る
。
フ
氏
の
記
述
が
賓
地
調
査
の
結
果
に
成
る
も

の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
偶
々
有
圏
副
本
だ
け
し
か
現
存
し
な
い

こ
と
、
無
圈
鮎
本
が
無
く
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
語
る
も
の
に
他

た
ら
な
い
。
フ
氏
の
見
索
し
得
た
と
こ
ろ
を
以
て
、
内
藤
先
生

の
誤
述
な
ど
Ｘ
す
る
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
フ
氏
若

し
こ
の
様
だ
態
度
を
以
て
臨
ま
れ
る
な
ら
ば
’
　
ｅ
藤
先
生
の

「
清
初
史
料
考
」
中
、
倚
幾
個
か
の
誤
謬
を
列
挙
や
ら
れ
ね
ば

な
る
ま
い
。
無
圏
勘
本
の
行
方
に
就
い
て
は
若
干
心
営
り
も
な

い
で
は
な
い
が
、
記
る
す
可
き
限
り
で
も
な
か
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
三
・
亭
一
三
）

凶l

^-'i①
史
林
第
二
十
巻
第
三
魏
四
六
七
頁
註
五
。

⑦
大
健
か
う
い
ふ
意
味
で
ゐ
ら
う
と
思
ふ
。
つ
ま
り
方
甦
生
も
四
十

　

年
及
び
四
十
三
年
に
成
っ
た
の
だ
と
は
明
記
し
て
ゐ
な
い
。
原
文

　

は
「
内
閣
茜
槽
輯
刊
」
叙
録
四
七
、
四
八
枚
、
又
私
の
前
記
史
林

　

註
に
も
仝
原
文
が
雑
載
し
て
あ
る
か
ら
參
照
あ
り
度
い
。

③
こ
の
奏
文
は
本
の
序
録
に
な
る
も
０
　
だ
が
、
満
文
の
み
あ
っ
て
漢

　

文
は
な
い
。
鮑
家
寛
や
張
玉
仝
の
漢
文
脈
が
あ
り
、
前
者
は
「
内

　

閣
奮
橋
輯
刊
」
叙
録
四
十
七
枚
に
、
後
者
は
「
文
献
論
叢
」
二
〇

　

七
、
二
〇
八
頁
に
見
え
て
ゐ
る
が
、
フ
ッ
ク
ス
氏
が
全
論
文
を
ロ

　

ー
マ
ナ
イ
ズ
し
て
氏
の
著
i
i
e
i
t
ｒ
i
i
g
e
　
　
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
　
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｄ
ｊ
ｕ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

　

Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｅ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
L
i
t
ｅ
ｒ
a
i
ｕ
ｒ
　
（
Ｓ
.
　
５
６
-
５
７
）
に
紹
介
し
て
ゐ

④
那
波
博
士
は
か
く
の
如
く
蹟
む
可
き
で
あ
る
と
教
示
せ
ら
れ
た
。

④
「
陵
丹
汗
の
書
信
に
就
い
て
」
註
⑩
。
史
學
研
究
第
七
巷
第
三
胱
三

　

九
七
頁
。

④
雨
氏
は
李
徳
啓
の
意
見
を
照
和
十
年
の
夏
聴
聞
し
た
と
せ
ら
れ
て

　

ゐ
る
が
、
李
徳
啓
自
身
、
翌
民
國
二
十
五
年
（
照
昭
十
一
年
ゝ
妾
刊
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の
文
献
論
叢
中
、
満
文
老
槽
の
重
妙
年
次
に
言
及
し
て
'
(
満
文
老

　

槽
之
文
字
及
中
料
一
べ

　

一
二
頁
）
方
甦
生
が
「
内
閣
背
楷
緋
刊
」

　

叙
録
中
に
辿
べ
仁
と
こ
ろ
と
全
く
同
様
の
こ
と
を
同
様
の
支
科
に

　

基
い
て
建
べ
て
ゐ
る
。

⑦
果
し
て
李
徳
啓
が
、
か
う
い
ふ
年
次
を
語
っ
た
と
す
れ
ば
、
右
文

北
京
よ
!
Ｂ
＼

　

先
週
の
金
曜
日
桑
原
親
通
氏
を
案
内
し
て
迦

州
に
行
っ
て
来
ま
し
仁
。
例
の
鴇
塔
を
見
物
す

る
儒
に
。
尤
も
氏
は
通
州
事
件
の
跡
を
弔
す
の

が
主
目
的
で
し
た
。
一
時
牛
頃
の
汽
車
で
通
話

　

眼
論
叢
の
況
述
中
（
註
④
）
に
示
す
處
が
あ
つ
て
し
か
る
可
き
様
に

　

思
は
れ
る
。

⑤
Ｂ
ｅ
ｉ
t
ｒ
Ｈ
ｇ
ｅ
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｄ
ｊ
ｕ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
L
i
t
ｅ
-

　

ｒ
a
l
ｕ
ｒ
.
　
Ｓ
.
　
５
０
.

云
ふ
繊
鎔
の
大
砲
が
五
大
門
こ
ろ
が
つ
て
居
り

ま
し
た
。
長
さ
は
五
尺
ば
か
り
、
粗
末
な
作
り

で
銘
文
が
な
と
さ
が
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
埼
塔
は
仲
々
立
派
で
す
。
『
通
州
志
』
に
依

ｕ
Ｄ
ド
Ｕ
に
い
‥
牡
‥
に
朧
し
談
靉

末

　

～
音
貢
顛

も
の
と
見
え
ま
す
。
騨
か
ら
此
堤
防
の
上
を
械

に
向
ふ
の
で
す
。
有
名
な
堵
塔
は
御
承
知
の
橡

に
械
の
北
壁
の
側
に
あ
り
ま
す
。
行
く
途
中
細

木
特
務
機
開
長
が
最
期
を
逞
げ
た
所
が
あ
り
。

更
に
憲
兵
隊
の
前
に
は
近
頃
の
工
事
で
出
尤
と

ｔ

レ

然
燈
佛
燈

　

有
志
云
。
在
州
城
内
州
治
西
北
佑
勝
敦
寺
内

　

有
有
断
碑
。
載
係
然
燈
佛
舎
利
貴
塔
。
塔
十

　

三
級
。
下
作
蓮
華
盛
。
後
周
宇
文
氏
時
建
。

　

唐
貞
戮
七
年
尉
遅
敬
徳
監
修
。
元
至
徳
聞
篤

　

列
同
述
再
修
。
明
成
間
州
訓
導
楊
明
有
重
修

　

舎
利
塔
記
。
國
朝
康
煕
九
年
黄
花
山
但
智
亭

　

重
修
。
十
八
年
地
震
。
恚
妃
。
三
十
年
伶
照

　

感
募
建
。
自
三
十
年
始
。
毎
歳
悸
塔
。
有
塔

　

三
十
五
年
。
知
州
臭
存
続
偶
議
。
公
梢
。
落

　

成
。
云
々

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
依
る
と
清
朝
の
時
の
も

の
ゝ
様
に
思
は
れ
ま
す
が
、
近
づ
い
て
見
だ
感

じ
は
若
干
蒋
い
形
式
を
傅
へ
て
居
る
様
に
思
ふ

が
ど
う
で
せ
う
か
。
相
常
失
は
れ
て
居
る
が
蒼

の
桁
の
先
に
風
鐸
が
多
数
ぶ
ら
下
っ
て
居
る
の

が
面
白
い
と
思
ひ
ま
し
た
。
近
水
檎
と
か
事
費

死
亡
者
の
菖
な
ど
を
見
て
婦
途
に
就
く
。
八
月

十
六
日
、
小
野
生
。

　
　
　
　
　
　

｀
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